
31.6% 52.8% 15.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

（n=1029)

男性 女性 無回答

参考資料４市民アンケート調査結果の概要

１．アンケート調査の概要

２．回答者の属性等

（１）性別 （２）年齢 （３）職業回答者は女性の方が多かった。

1.8%

7.6% 11.6% 20.3% 16.6%

7.7%

9.1%

7.9%

7.5%

8.4%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

（n=1029)

19歳以下 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳

50歳～59歳 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳

75歳～79歳 80歳以上 無回答

26.1% 5.9%

3.7%

15.7% 19.6%

4.4%

19.8%

2.2%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=1029)

会社員 自営業

公務員 パート・アルバイト

専業主婦・夫､家事手伝い 学生

無職 その他

無回答

３．はなバスの認知度

48.6% 46.9%

1.3%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=1029)

はなバスを利用したことがある。

はなバスを知っているが、利用したことはない。

はなバスのことを全く知らない。

無回答

４．非利用者のはなバスの利用条件

53.8%

69.4%

45.0%

51.0%

51.6%

61.7%

14.7%

28.6%

24.6%

12.5%

29.6%

23.8%

22.4%

14.5%

25.4%

30.8%

13.5%

8.5%

14.1%

13.5%

14.1%

12.7%

46.4%

27.4%

8.1%

9.7%

11.3%

11.7%

11.9%

11.1%

13.5%

13.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅近くにはなバスのバス停がある

目的地を通る運行経路がある

運行本数が多くなる

利用しやすい時間帯のダイヤがある

鉄道や他のバスとの乗り継ぎが良い

目的地まで他の移動手段よりも

早く到着できる

はなバスのバス停付近に駐輪場がある

はなバスの乗車方法や

運行内容の情報がわかる

あてはまる どちらともいえない あてはまらない 無回答

非利用者が利用する条件として回答が多いのは、
以下の５項目であった。

・自宅近くにはなバスのバス停がある
・目的地を通る運行経路がある
・利用しやすい時間帯のダイヤがある
・鉄道や他のバスとの乗り継ぎが良い
・目的地まで、他の移動手段よりも早く到着
できる。

「利用したことがある」「知っている」が約95％とはなバスについて
広く認知されている。

平成３０年６月１５日（金）郵送配布（６月30日〆切）

配布数：３,０００票 回収数：１,０２９票 回収率：３４.３％

40、50歳代からの回答が多かった。

<非利用者 n=496>

会社員、無職、専業主婦等の方の回答が多かった。



10.0%

4.6%

14.2%

4.8%

1.2%

20.4%

2.0%

1.4%

4.4%

21.2%

7.2%

3.8%

4.8%

ほかに移動手段がない

運転免許証を返納

体力に不安を感じる・高齢になる

駅や路線バスのバス停が遠い

道路事情

雨天時などの一時的な移動手段

荷物が楽に運べる

健康増進・気分転換

自身の生活スタイルの変化

自宅に近いバス停や利用しやすいルート

10年後は、はなバスを必要としない

その他

無回答

n=500

10.4%

5.7%

4.9%

8.9%

23.5%

12.2%

8.2%

9.4%

10.1%

5.0%

8.2%

17.8%

23.5%

23.0%

14.7%

56.6%

52.9%

55.0%

46.7%

47.8%

32.2%

48.8%

57.6%

11.7%

16.5%

10.0%

17.4%

12.2%

6.1%

7.7%

7.6%

7.2%

7.4%

20.0%

13.0%

10.0%

5.2%

3.1%

6.5%

4.7%

5.0%

6.0%

2.2%

3.5%

2.1%

4.0%

2.7%

5.0%

3.8%

1.1%

6.1%

3.1%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

バイク

乗用車(運転)

乗用車(送迎)

タクシー

路線バス

電車

増える やや増える 変わらない やや減る

減る 利用しなくなる 無回答

n=403

n=297

n= 20

n=184

n=  90

n=115

n=287

n=368

利用者、非利用者ともに
現在の移動手段が「タクシー」「路線バス」「はなバス」の方は、
10年後の利用が「増える」「やや増える」と回答した割合が
他の移動手段に比べ多い。

現在の移動手段が「自転車」「バイク」「乗用車（運転）」の方は、
10年後「やや減る」「減る」「利用しなくなる」と回答した割合が
他の移動手段に比べ多い。

５．現在の移動手段から見た10年後の利用状況

7.1%

6.1%

10.0%

6.4%

9.0%

20.8%

21.2%

17.0%

8.6%

10.1%

7.7%

8.3%

11.2%

33.6%

28.6%

22.0%

15.0%

52.9%

51.1%

50.0%

49.0%

43.8%

34.9%

38.4%

45.4%

58.7%

17.7%

17.4%

10.0%

14.0%

11.2%

3.4%

2.4%

8.2%

8.8%

9.0%

12.5%

20.0%

12.7%

12.4%

0.7%

4.1%

2.8%

5.3%

3.2%

7.0%

6.7%

1.3%

1.2%

1.1%

3.2%

1.9%

10.0%

2.5%

5.6%

5.4%

4.1%

3.5%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

バイク

乗用車(運転)

乗用車(送迎)

タクシー

はなバス

路線バス

電車

増える やや増える 変わらない やや減る

減る 利用しなくなる 無回答

n=378

n=311

n= 10

n=157

n=  89

n=149

n=245

n=282

n=339

６．10年後にはなバスを必要とする理由

2.2%

8.9%

10.7%

2.0%

0.8%

7.5%

2.0%

0.6%

2.4%

36.3%

18.5%

3.2%

4.8%

ほかに移動手段がない

運転免許証を返納

体力に不安を感じる・高齢になる

駅や路線バスのバス停が遠い

道路事情

雨天時などの一時的な移動手段

荷物が楽に運べる

健康増進・気分転換

自身の生活スタイルの変化

自宅に近いバス停や利用しやすいルート

10年後は、はなバスを必要としない

その他

無回答

n=496

<利用者> <非利用者>

<利用者 n=500> <非利用者 n=496>

利用者、非利用者ともに、
「自宅に近いバス停や利用しやすいルートがあれば必要」が最も多い。

利用者は、「体力に不安を感じる、高齢になる」「雨天時などの一時的な交通手
段」が次に多いが、
非利用者は、「10年後もはなバスを必要としない」の回答が次に多い。



17.0%

26.6%

21.8%

52.0%

37.7%

44.9%

12.8%

10.9%

11.8%

13.4%

21.8%

17.6%

4.8%

3.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者

非利用者

合計

補助額を減らす 現状のままでよい 市の補助額を増やす

わからない 無回答

n=500

n=496

n=996

17.4%

27.0%

22.2%

46.0%

37.9%

42.0%

9.2%

7.1%

8.1%

23.2%

25.4%

24.3%

4.2%

2.6%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者

非利用者

合計

多い 適切である 少ない わからない 不明

n=500

n=496

n=996

44.0%

58.7%

51.3%

46.4%

33.3%

39.9%

6.4%

6.0%

6.2%

3.2%

2.0%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者

非利用者

合計

知らなかった 市の広報などで知っていた

人から聞いて知っていた 無回答

n=500

n=496

n=996

７．運行補助について

（１）運行補助の認知度
約５割の方が運行補助を「知らなかった」と回答しており、
その割合は非利用者が多い。

（２）運行補助額の適切さ
約４割の方が「適切である」と回答しているが、非利用者
では約３割の方が「多い」と回答している。

（３）運賃と運行補助との関係性
約４割の方が「現状のままでよい」と回答しており、利用者では
５割を超えている。

・ア）はなバスを自分や地域住民で支えた方が良いとの回答が多いが、非利用者は利用者に比べ「あまりそう思わない」「そう思わない」の割合が多い。
・イ）利用者、非利用者ともに同じ傾向にあり、運賃の値上げで支えたほうが良いとの回答が多い。
・ウ）ルートの短縮など運行経路を見直すことについては利用者、非利用者で意見が分かれており、特に利用者からの「あまりそう思わない」「そう思わない」の割合が多い。
・エ）減便などの運行ダイヤを見直した方が良いとの回答が多く、特に非利用者の割合が多い。
・オ）利用者、非利用者ともに同じ傾向にあり、市の補助額を増やして対応した方が良いという意見が多い。

８．運賃収入・運行経費・市の施策や補助額に関する考え方

24.2%

15.2%

8.2%

15.8%

17.8%

26.2%

24.0%

15.2%

27.4%

24.4%

28.6%

30.4%

29.6%

25.8%

32.2%

7.4%

12.6%

20.0%

12.4%

8.8%

7.0%

10.4%

18.8%

11.4%

6.2%

6.6%

7.4%

8.2%

7.2%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う

どちらとも言えない あまりそう思わない

そう思わない 無回答

21.1%

18.0%

14.1%

19.8%

17.4%

22.7%

24.6%

17.5%

27.7%

23.2%

30.8%

29.5%

30.3%

26.6%

32.4%

10.7%

13.0%

17.2%

10.2%

9.0%

9.1%

9.1%

14.3%

8.9%

7.3%

5.5%

5.8%

6.7%

6.7%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う

どちらとも言えない あまりそう思わない

そう思わない 無回答

ｱ)自分や地域住民で、はなバスを

支えたほうが良い

ｲ)利用者負担(運賃の値上げ)で支え

たほうが良い

ｳ)ルートの短縮など運行経路を見

直したほうが良い

ｴ)利用者の少ない時間帯は、減便

など運行ダイヤを見直したほうが

良い

ｵ)市の補助額を増やして対応した

ほうが良い。

24.2%

15.2%

8.2%

15.8%

17.8%

26.2%

24.0%

15.2%

27.4%

24.4%

28.6%

30.4%

29.6%

25.8%

32.2%

7.4%

12.6%

20.0%

12.4%

8.8%

7.0%

10.4%

18.8%

11.4%

6.2%

6.6%

7.4%

8.2%

7.2%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う

どちらとも言えない あまりそう思わない

そう思わない 無回答

17.9%

20.8%

20.0%

23.8%

16.9%

19.2%

25.2%

19.8%

28.0%

22.0%

33.1%

28.6%

31.0%

27.4%

32.7%

14.1%

13.3%

14.3%

8.1%

9.3%

11.3%

7.9%

9.7%

6.5%

8.5%

4.4%

4.2%

5.2%

6.3%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う

どちらとも言えない あまりそう思わない

そう思わない 無回答
<利用者 n=500> <非利用者 n=496> <合計 n=996> 


